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平成24年10月

　　　　　　　　かがわ産業支援財団　かがわ健康関連製品開発地域

　　　　　（　香川大学、徳島文理大学、県立保健医療大学、香川高専　）

①

1. 講義日程

24年12月

	日
	講義名
	講師
	1
	2
	3
	4
	5
	   講義の概要

	7

金
	医用機器開発（1）
	今井
	●
	●
	
	
	
	・医用分析機器概論

	
	〃      （2）
	大澤
	
	
	●
	●
	
	・POCT

	8

土
	〃      （3）
	木口
	●
	●
	
	
	
	・脳機能診断の基礎

	
	〃      （4）
	田尾
	
	
	●
	●
	
	・機器マーケット

	14

金
	〃　　　（5）
	古田
	●
	●
	
	
	
	・薬事法

	
	〃　　　（6）
	松尾
	
	
	●
	●
	
	・医用ﾃﾞﾊﾞｲｽ開発

	
	〃　　　（7）
	塚田
	
	
	
	
	●
	・医用磁気診断の基礎

	15

土
	〃　　　（7）
	塚田
	●
	●
	
	
	
	・医用磁気診断の最前線

	
	〃　　　（8）
	伊藤
	
	
	●
	●
	
	・バイオの高感度計測


25年1月

	25

金
	福祉機器開発（1）
	手嶋
	
	
	●
	●
	
	・高齢者向け福祉機器開発の基礎（1）

	26

土
	〃　　　（2）
	〃
	●
	●
	
	
	
	・　　　〃　　　　（2）

	
	〃　　　（3）
	横川他
	
	
	●
	●
	
	・機器開発に必要な看護学基礎（実習含む、保健大）


25年2月

	1

金
	医用機器開発（9）
	田仲他
	●
	●
	●
	●
	
	・臨床工学機器の概論と実習（文理大）


2. 講義紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
医用関係　講義①

	講義名
	医用分析機器概論

	講　師

（所属）
	今井　恭子（いまい　きょうこ）
（株式会社日立ハイテクノロジーズ　医用システム第二設計部）

	講義概要

　
	製品開発の観点から医用分析機器の主要なポイントを概説する。

講師は、大手電機メーカーの医療機器部門で製品開発に従事しているエンジニア。医用分析機器の全体状況を概説した後、医用分析機器市場でもっとも大きなシェアを占める生化学分析と免疫分析について、分析対象、分析原理、システム動作原理などについて基本的な知識を塾生に与える。

また、医用分析機器の将来についても言及する。生化学や免疫分析の意義やそれらに使われている技術などの基本について受講者がイメージをつかむことができるように基礎に重点をおいて概説するので、市場規模が大きく香川のコア技術を活かすことがもっとも期待できる生化学分析と免疫分析を理解するために役立つ講義である。


医用関係　講義②

	講義名
	POTC

	講　師

（所属）
	大澤　進（おおさわ　すすむ）
（千葉科学大学 危機管理学部 医療危機管理学科 教授）

	講義概要

　
	臨床検査の視点からPOCTの主要なポイントを概説する。

講師は国立大学病院で臨床検査の実務に従事した後、国立大学で臨床検査の研究と人材育成に携わり、複雑な前処理などを行うことなく簡単に短時間で分析できる手法の研究に従事して来た。

POCT（Point of Care Testing）とは、開業医、専門医の診察室、病棟および外来患者向け診療所などの「患者の近いところ」で行われる検査の総称。POCTの意義やPOCTに使われている技術などについて受講者がイメージをつかむことができるように基礎に重点をおいて概説するので、医療の質の向上に今後の更なる普及が期待されているPOCTを理解するために役立つ講義である。


医用関係　講義③

	講義名
	脳機能診断の基礎

	講　師

（所属）
	木口　雅史（きぐち　まさし）
（株式会社日立製作所中央研究所）

	講義概要

　
	脳機能計測の主要なポイントを概説する。講師は大手電機メーカーの研究所で脳機能計測として近年期待されている光トポグラフィーの研究開発に携わって来た。脳機能計測には脳波計、X線CT、MRI、光トポグラフィーなどの医療機器が使われており、脳梗塞や脳疾患に由来するさまざまな機能障害や心の病気の診断に重要なだけでなく、脳機能の研究にも有用なツールとなっている。受講生が脳機能計測の概要、目的、原理などを理解するとともに、製造業のエンジニアである受講生に同じ製造業である大手電機メーカーがこの分野でどのような取り組みを行っているか、そのためにはどのような技術力が必要になるか、どのようなアカデミアや企業と連携しているかなども概説するので、企業としての研究開発をイメージできるようになるために役立つ講義である。


医用関係　講義④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③
	講義名
	医用機器マーケット概観

	講　師

（所属）
	田尾　龍二（たお　りゅうじ）

（元日立ハイテク　かがわ産業支援財団　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）

	講義概要

　
	医療機器や福祉機器の市場動向の主要なポイントを概説する。講師はかがわ健康関連製品開発地域のプロジェクトディレクターとして香川地域発の技術の健康関連製品分野での事業化を推進する業務に携わっている。

医療機器や福祉機器に新規参入する際にはさまざまな障壁を乗り越えなくてはならない。香川地域の企業が事業展開を図って医療機器や福祉機器の事業に参入する際に参考とすべきことを事業戦略の観点で概説する。地域企業の将来の経営者となる受講生が、新規事業参入の際の事業戦略や製品戦略を考えるために役立つ講義である。


医用関係　講義⑤

	講義名
	薬事法

	講　師

（所属）
	古田　芳輝（ふるた　よしてる）
（（元）株式会社日製サイエンス 取締役社長）

	講義概要

　
	医療機器企業の観点から薬事法の主要なポイントを概説する。

講師は、大手電機メーカーで医療機器の開発、営業、経営に長年従事し、その経験をもとに大手電機メーカーで製造販売業の総括製造販売責任者として薬事法の実務に携わってきた。

本講義では、法律手続きの詳細ではなく、薬事法の基本と製造業の企業として留意すべき点などについて概説する。医療機器企業として医療機器事業を推進するために理解して準拠しなくてはならない薬事法を実践的に理解するために役立つ講義である。


医用関係　講義⑥

	講義名
	医用デバイス開発

	講　師

（所属）
	松尾　志郎（まつお　しろう）

（葵機工株式会社（高松市）　代表取締役会長）

	講義概要

　
	　葵機工は、金属材料を高精度で微細加工する技術を有しており、これをコア技術として難切削生のチタン材料の加工を手がける中で、チタン材料による関節代替品（人工骨）の製造技術を開発し、医用分野に進出した。

　自動車のエアバッグは、車体との取り付け部で小さな金属ビスを用いてエアバックを固定している。エアバックは、衝突時の衝撃により充填している「火薬」が爆発して開く仕組みだが、逆に、衝撃時以外で爆発することが許されない高度な安全性が求められる部品でもある。しかし、金属ビスのわずかな切削キズにより火花が発生し、エアバックは爆発する。切削キズがない完璧なビスを、安価に高信頼度で製造するには、極めて高度な精密加工技術と生産技術が必要であり、葵機工は、その技術を開発・確立した。

源内塾では、精密加工技術を武器に薬事法の壁を越えて医療分野に進出するための苦労話やノウハウを中心にものづくりの奥深さについて講義する。


医用関係　講義⑦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
	講義名
	医用磁気診断の基礎

	講　師

（所属）
	塚田　啓二（つかだ　けいじ）
（岡山大学大学院　自然科学研究科 教授）

	講義概要

　
	医用磁気計測の主要なポイントを概説する。講師は、大手電機メーカーの研究所で医用磁気計測機器の研究開発に従事し、現在は国立大学にて研究している。

心臓や脳の機能計測には心電図や脳波計などの電場計測装置が用いられているが、電流が流れる際に発生する磁場を計測することで電場計測より正確に心臓や脳の機能を計測できる。本講義は磁気による医用計測の意義や使われている技術などの医用磁気計測の基礎やその臨床応用例などについて概説する。医療機器としてまだ新しく将来の発展が期待される医用磁気計測分野での事業機会について受講者がイメージをつかむために役立つ講義である。


医用関係　講義⑧

	講義名
	バイオの高感度計測

	講　師

（所属）
	伊藤　悦郎（いとう　えつろう）

（徳島文理大学　香川薬学部　機能生物学講座　教授）

	講義概要

　
	病気による生体の変化にはどのようなレベル（階層性）があるかというと、個体行動の変化、身体の組織の変化、細胞の変化、タンパク質の変化、遺伝子発現の変化、遺伝子そのものの変化などが挙げられる。

階層の下の方を見てみると、現時点では、遺伝子そのものの変化はシーケンサー（遺伝子の配列を読み取る機械）の発達により、時間とお金を掛ければどうにか解明できるようになった。また遺伝子発現（すなわちmRNA）の変化は、real-time PCR法の発展によって、数コピーまでの定量が可能となった。しかし、病気の直接の原因となるケースが多いタンパク質の定量方法は、開発が遅れており、この開発を進めることが必須となっている。

今回の講義では、まずはreal-time PCR法でどのようにmRNAが極微量定量されるか、またわれわれが開発している超高感度応用免疫法でどのようにタンパク質が極微量定量されるかを、講義する。


医用関係　講義⑨

	講義名
	臨床工学機器の概論と実習

	講　師

（所属）
	田仲　浩平（たなか　こうへい）

（徳島文理大学　保健福祉学部　臨床工学科　教授）

	講義概要

　
	臨床工学機器とは、医療現場の高度な医療機器を示す。これらは、人の生命への影響を基準としたリスク分類で、副作用が最も高い「高度管理医療機器クラスⅢおよびⅣ」の区分にあたる。現在、このクラスの医療機器開発は、万一のトラブルによる企業イメージの低下や社会的リスクの大きさで、新技術による高度医療機器の製品化は難しい状況にある。このため、国産の医療機器は、相対的にリスクの小さい分野において産業競争力を有しているという特徴がみられる。

本講義では、高度医療機器の理解として、機能・特徴、生体への作用・反作用、安全性の確保、求められる医療機器などについて概説する。また、実習では、高度医療機器クラスの生命維持装置の操作と、医療用シミュレータなどを用い臨床工学機器を検討する。


福祉関係　講義①②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
	講義名
	高齢者向け福祉機器開発の基礎（1）（2）

	講　師　

（所属）
	手嶋　教之（てしま　のりゆき）

（立命館大学　理工学部　ロボティクス学科　教授）

	講義概要

　
	日本ではすでに人口の４人に一人が高齢者となっており、急速な高齢化にともなって福祉産業への注目も高まっている。しかし、実際には福祉機器市場に新規参入した企業の大多数は数年後には撤退している。

その理由は福祉機器産業の特異性にあり、それを理解しないで安易な参入をしても成功する可能性は極めて低い。

本講義では、福祉機器および福祉機器産業の特徴に関して概説し、開発における重要なポイントについて詳述する。

以下の４コマの講義で構成する。

①福祉の基礎知識

キーワード：福祉の現状、福祉理念、QOL、ICF、高齢者、身体障害者
②高齢者と身体障害者の特性

キーワード：身体特性、認知特性、心理
③福祉機器と市場の特徴

キーワード：情報、制度、市場、ユニバーサルデザイン、産学連携、安全
④福祉機器開発のポイント

キーワード：ニーズ、評価方法、ユーザ、中間ユーザ


福祉関係　講義③

	講義名
	福祉用具開発に必要な看護学基礎

	講　師

（所属）
	横川　絹江（よこがわ　きぬえ）他

（県立保健医療大学　看護学科　教授）

	講義概要

　
	福祉用具とは、四肢の障害だけでなく、聴覚や視覚等心身の障害全般を対象としており、その範囲は広い。しかも、障害の部位だけでなくその程度が個人によりそれぞれ異なっており、それぞれの個別ニーズに如何に的確に応えるのか、それが問われている。

つまり、福祉用具の開発に当っては、障害者の立場でその人間的な関心を理解し、その上で看護や支援のあるべき姿を考えることが出発点である。

このため、看護の視点から、看護の対象をどのように捉え、これに伴う看護のあるべき姿は何かを学習することで、看護の本質について理解し、福祉用具開発に求められる基礎知識や思考の基本過程を身に付ける。

また、受講者自らが、模擬的に視覚障害者や聴覚障害者等になった実体験も経験し、障害者の心理や気持ちに接する機会とする。


以　上

